
平成２９年度 第 1回 特別養護老人ホームささえ 

 

運 営 推 進 会 議 報 告 書 

 

日時 平成 30年 3月 28 日（水）15：00～15：40 

場所 特別養護老人ホームささえ さくらユニットのリビング 

参加者                          

  地域包括支援センターみちのく   職員 1名           

  港町町会長                       

  相馬町町会長                       

  入居者ご家族             7 名            

  特別養護老人ホームささえ     施設長                

生活相談員          

                 介護支援専門員        

                 機能訓練指導員兼看護師   

                 栄養士   

 

＜報告事項＞ 

○ 報告（別紙参照） 

参加者の意見をサービスに繋げていくための会議です。2か月に 1回開催します。 

○ 入居者の状況は、1月 10日に 2名の入居者からスタートしました。現在、待機者 

約 30名、次々面談を行っています。 

○ 事故報告書、ヒヤリハットについてです。ヒヤリハットは事故に繋がりそうなハッ

とした事です。件数や内容は別紙参照。2月の誤薬の事故は市へ報告しています。 

3 月のみそ汁にサランラップが入っていたというヒヤリハットは、職員がユニット 

でみそ汁の盛り付けの際に、かき混ぜてお椀に入れる時に発見しました。なぜ、ど

こで入ったのかを検証しました。今後も細心の注意を払っていきたいと思います。 

○ 3 月 28 日、日中を想定した避難訓練を行いました。訓練中にケガをしないように寝

たきり状態の入居者は参加せず職員が代役を行いました。避難口までの誘導でした

が約 8分かかりました。 

○ 3 月 13 日に指導監査を受けました。 

・室内が乾燥している。 

・今後は外出の機会を設けた方がいいのではないか。 

・身体拘束についての研修を全職員で行う事。 

・雇用延長は 65 歳までとなっているが、65歳以上の方もいるため見直した方がよい  

 のではないか。 



などの指摘やアドバイスをいただきました。次回の理事会でも訂正していきたいと

思います。 

 ○その他 

   ・ささえでは看取りの体制をとっています。入所して間もなく 1名亡くなられまし 

   た。医師が看取りに入ると家族に伝えてからすぐでした。 

   ・ささえでは水害に対しての避難訓練も実施するよう監査で言われました。ここは 

   平屋なので高さのある向かいの団地か、みちのく銀行の研修施設へ避難するように  

   とのことでした。 

  

 施設長    「皆さんから何か意見などありませんか？」 

 入居者家族  「昔、チリ地震の時にここら辺に住んでいましたが水害がありました。

茶屋町は床上浸水で凄かった。」 

相馬町町会長 「水害時の避難について市が事例を作っていない。福祉避難場所になっ

ているところに毛布やオムツ、水などの物品を置いているだけ。それを

どう使って対応するのかをどこもやっていない。私は、防災の集まりで

色々話を聞いているが、実際に施設で色々事例を作ってほしいと言って

いる。市が作った事例に基いて市が指導をしていってほしい。ここは水

害が起きると内水面の水害がでる。下水道の水害、家庭であればトイレ

が溢れる。雨量が多くなると被害が出てくる。町会や地域全体でも色々

考えている。」 

 施設長    「どういうふうに避難していけばいいのか少しずつ手直ししながら考え

ていく必要があります。水害訓練でも入居者にケガをさせないように職

員が代役をやっていきます。」 

 相馬町町会長 「安全に避難させるのは難しいと思う。」 

 施設長    「介護保険制度は 3年毎に改正になり平成 30年 4月に改正になりま

す。来年度は 1日あたり 28～29 円高くなる見込みです。現座、看護体

制加算をとっています。新規事業所の場合は開設 3か月後からサービス

提供加算がとれます。サービス提供体制強化加算Ⅰは介護福祉士の資格

を持っている職員を 60％以上配置している場合にとれます。5月からの

予定です。改めてお知らせさせてもらいます。何か要望や苦情など言い

にくい場合は意見箱に入れて下さい。」 

 入居者家族  「外出できるレベルの人はいるのですか？」 

 施設長    「います。花見など出かけたいと思います。今後はボランティアの方も

受け入れたい。来年度は計画的に動いていきたいです。」 

  

包括      「地域に向けて取り組むことは何かありますか？」 



施設長   「GH 港町が行ってきたことをそのまま。徘徊訓練など。また、火災避難訓練

を GH港町とお互い協力してやっていきたいと思っています。合同で運営推

進会議なども考えています。」 

入居者家族 「リハビリをする職員はいますか？」 

施設長   「看護師が兼務して機能訓練指導員を行っています。ここはリハビリをする

施設ではないので、トイレの介助など日常生活の中で機能低下させないよう

リハビリをしています。これからケアプランの中にリハビリを盛り込んでい

きます。」 

入居者家族 「提案です。食事の前に手を挙げることや声出しをしてはどうでしょうか？

5分くらいで出来ますし。」 

生活相談員 「あいうべ体操を行っています。」 

入居者家族 「それもいいと思います。」 

施設長   「次回の運営推進会議は 5月です。今日はありがとうございました。」 

  

 


